
第8回となる今回のNEW INCUBATIONは「ジオラマ」と「パノラマ」をキーワードとして、ベ

テラン作家として伊藤隆介、若手作家に中田有美を招きます。ジオラマとパノラマは、

つくりものの背景と立体的な模型を組み合わせて本物のように見える錯覚をつくりだす視覚装

置として発明されましたが、本展では、「本物らしさ」から視点を転換させて（diverting realities）、

それらの機構が生み出す現実感のズレや揺らぎに焦点を当てます。『ジオラマとパノラマ ―

Diverting Realities』は、こうしたテーマをもとにそれぞれの作家が取り組んでいる作品シリー

ズ「Realistic Virtuality」と「背景の背景」から展示が構成されます。

伊藤隆介の「Realistic Virtuality」では、模型や玩具、お菓子箱などがブリコラージュされた

ジオラマのような造形物と、それに対して接近・後退を繰り返すCCDカメラによるライブ中継映

像が併置されます。映画セットさながらの精巧な書き割りや建て込みのミニチュア・セットはレ

ンズを介すとスケール感を喪失して驚くほど本物らしく見え、「CG以上のリアリティ」と「実写特

有の嘘っぽさ」の両義性を持った不思議な映像世界が生み出されます。しかし、カメラに映らな

い部分には骨組みやボルトなどが剥き出しのまま残され、作り物であることが露わにされてい

ます。特撮ものやアニメのような映像を、その「タネ明かし」であるジオラマ模型とともに展示す

ることで、虚実のあわいをユーモラスに提示します。

近年の伊藤は、福島第一原発や航空機事故等、時事的なトピックや、サメや恐竜等が登場

する70年代のパニック映画をテーマにした作品を発表していますが、京都芸術センターでの

展示には、撮影機構とその映像での見え方のギャップが際立つ観念的なイメージの作品が出

品されます。キャラクターや車のおもちゃ等が回転しながら重力の渦に吸い込まれていく光景

を映し出す《ブラックホール》や、炭鉱のような洞穴のなかをカメラがえぐり込んでいく《Field 

Watcher》（京都では初展示）など、鮮烈な映像が私たちの記憶のなかの様 な々イメージを喚起さ

せるような作品を出展します。

中田有美の「背景の背景」は、デジタルコラージュ写真と絵画作品がパノラマ状に壁全体に

はり巡らされるインスタレーションです。写真と絵画のいずれにおいても前景と後景の区別が

ないオールオーヴァーな画面構成がなされており、互いに合わせ鏡あるいは画中画のように

関係づけられて空間中に配置されます。絵画作品のなかでは、粗いデジタル処理の特徴が残

された写真を背景としてその上に何らかのモチーフが描かれていますが、色彩と筆致のせめ

ぎあいによって絵画の主題は背景と溶け合い、ひとつの抽象的なイメージへと再構築されてい

ます。白 し々い書き割りのデジタル図像との対比によって絵具のモノとしての存在感が強調さ

れ、物質性そのものが主要なモチーフとして浮かび上がってくるかのようです。

中田はファッション分野のテキスタイルを学んだ後、絵画に転向して以来、身に着けてい

るもので素顔が見えなくなってしまう自画像や、「私」という文字や記号を絵画的にメタモル

フォーゼさせる作品を描いていました。2014年以降は観察して見たままを描くというリアリズム

の基本に立ち返ることで、主題を印象付け、状況や性格を表す「背景」によって自己を表現する

ことを試みるようになります。今回出展される「背景の背景」は、付属品や2次的なものによって

描かれる「虚像としての自画像」の系譜に位置づけられます。

伊藤と中田は、ジオラマとパノラマというイリュージョンの形式を利用しながら複合的なメ

ディアの作品を作り出します。二人の作品は、遠近感やスケール感の喪失のみならず、異なる

次元の異なる現実に対する視差をも顕在化させることで、見る者のパースペクティブを攪乱さ

せます。映像や写真、絵画、漫画など様 な々視覚メディアに慣れ親しむことで、何を本物らしい

と感じられるのかは変化していきます。両作家は、現在の飽和した視覚文化におけるメディア

の決まり事やクリシェなどを引用しながらも、メタ的な視点を導入することで、イメージを多層

化させていくことを試みているように思われます。現実と虚構の世界を往還するなかで立ち上

がってくる現代的なリアリティを表現する両作家の作品をどうぞご覧ください。

NEW INCUBATION 8  伊藤隆介×中田有美

―Divert ing Real i t ies
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ジオラマとパノラマ

若手作家とベテラン作家が出会うことで、現代美術が抱えている問題を浮き彫りにし、新たな展開
を探る展覧会シリーズNEW INCUBATION。本展は、出展するアーティストにとっても、鑑賞者に
とっても、刺激に富んだ挑戦の場となることを目指しています。

NEW INCUBATION 8 伊藤隆介×中田有美
『ジオラマとパノラマ ―Diverting Realities』
会期： 6月10日（金）－7月18日（月・祝）10:00－20:00 ※7月14日－16日は祇園祭のため17:00閉館
会場： ギャラリー北・南 ※入場無料・会期中無休
出展作家：伊藤隆介、中田有美
協力：児玉画廊、東山 アーティスツ・プレイスメント・サービス（HAPS）

［関連企画］ アーティスト・トーク
日時： 6月10日（金）18:00－19:00　会場：ギャラリー北・南
※入場無料・事前申込不要 ※ギャラリー南から開始します ※イベント情報（P2）もご覧ください

「Virtual Reality（仮想現実）」ではなく「Realistic Virtuality（現実的な仮想性）」という転倒的なシリーズ名。また、「背景の背景」と
いう無限に後退していくベクトルを持った同語反復的なタイトル。伊藤と中田の作品は実際に目の当たりにすると、こうした名前
が与える理論的な印象とは異なり、素材との童心に満ちた戯れのなかから導き出されたもののように感じられます。

古川真宏（アートコーディネーター）

伊藤隆介 （いとう りゅうすけ）

1963年札幌市生まれ。シカゴ美術館附属美術大学大学院修士課程修了(MFA)。1980 年代より活動する実験映画およびファ
ウンド・フッテージの作家であり、漫画・美術・視覚メディアを縦横に切る批評家(村雨ケンジ名義)でもあり、近年の映像インス
タレーション「Realistic Virtuality(現実的な仮想性)」シリーズでは美術作家として国内外で高い評価を受けている。主な個展と
して、『伊藤隆介ワンマンショー；ALL THINGS CONSIDERED』（札幌宮の森美術館、2014）、『天神洋画劇場 伊藤隆介の「フィ
ルム・スタディーズ」』（三菱地所アルティアム、福岡市、2016）。グループ展には、『第4回 恵比寿映像祭：映像のフィジカル』（東京

都写真美術館、2012）、『Re:Quest－1970年代以降の日本現代美術展』（ソウル大学校美術館、2013）などがある。

中田有美 （なかた ゆみ）　

1984年奈良県生まれ。2016年京都市立芸術大学美術研究科で博士号取得(美術）。自画像の仕組みを描き手の側面から分
析した博士論文「不可能な自画像－不可視のわたしと世界の不可視を見るための方法」で梅原猛賞を受賞。自画像、風景
画、静物画などの古典形式絵画に通底するルールを一部逆転解釈し、不均衡な油彩画を描く。また巨大なインクジェットプ
リントの上に油彩画を置き、両者をわけへだてなく提示する「背景の背景」シリーズに2014年から取り組んでいる。2016年４
月より京都の東山にあるHAPSスタジオで制作中。個展として『不可能な自画像』（京都市立芸術大学小ギャラリー、2016）、主なグ
ループ展には、『The Hundred Steps』（京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA、2015）、『egØ－「主体」を問い直す－』（punto、京都市、

2014）、京芸Transmit Program #3 『Metis-戦う美術』（京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA、2012）など。

PROFILE

伊藤隆介 《blackhole》 2012 (courtesy of Kodama Gallery) 

中田有美 《不可能な自画像》 2015
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込ください。
チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット
窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

美術

キュレータードラフト2017
［関連企画］
トークイベント

「展覧会の作り方：キュレーションが伝えること」
日時：	5月29日（日）14:00－15:30
会場：	ギャラリー南
出演：	難波祐子（審査員、キュレーター）、原久子（アー

トプロデューサー、大阪電気通信大学教授）
定員：	30名
※入場無料・事前申込不要

京都いけばなプレゼンテーション2016
「伝統と現代」
京都を拠点に活動する華道34流派による
いけばな展。
日時：	6月4日（土）10:00－20:00
	 5日（日）10:00－18:00
		  ※入場無料

※6月3日（金）13:00－18:00のいけこみは見学可
会場：	講堂、大広間、エントランスほか

［関連企画］
いけばな体験「いけばなの日 お稽古はじめ」
日時：	6月5日（日）①11:00－②14:00－
対象：	①親子ペア（小中学生1名と大人1名）
	 ②一般
料金：	①1,500円 ②1,000円（花材代）
定員：	①20組 ②20名（先着順／要事前申込）

アーティストトーク（華道家による解説）
日時：	6月4日（土）14:00－15:00
	 桑原仙溪（桑原専慶流十五世家元）
	 5日（日）15:00－16:00
	 松本司（京都未生流第四代家元）
会場：	大広間
※入場無料・事前申込不要

NEW INCUBATION 8 
伊藤隆介×中田有美

『ジオラマとパノラマ─Diverting Realities』
会期：	6月10日（金）－7月18日（月・祝）
	 10:00－20:00

※7月14日－16日は祇園祭のため17:00閉館
会場：	ギャラリー北・南
		  ※入場無料・会期中無休
出展作家：伊藤隆介、中田有美
協力：	児玉画廊、東山 アーティスツ・プレイス

メント・サービス（HAPS）

［関連企画］
アーティスト・トーク
日時：	6月10日（金）18:00－19:00
会場：	ギャラリー北・南
※ギャラリー南から開始します
※入場無料・事前申込不要
※Topic01（P1）もご覧ください

トークイベント

京都文化芸術コア・ネットワーク
公開ディスカッション「京都の現代カル
チャーと芸術の未来」
日時：	6月19日（日）13:00－17:00
会場：	講堂
登壇：	遠藤水城（HAPSエグゼクティブ・ディレク

ター）、蔭山陽太（ロームシアター京都支配
人兼エグゼクティブディレクター）、仲西祐介

（KYOTOGRAPHIE共同創設者/共同代表）、
山極寿一（京都大学総長）、潮江宏三（京都市
美術館館長）、鷲田清一（京都市立芸術大学
学長）、建畠晢（京都芸術センター館長）

進行：	小崎哲哉（『REALKYOTO』『REALTOKYO』発行
人兼編集長）

料金：	無料
定員：	150名（先着順/要事前申込）
※Topic03（P4）もご覧ください

伝統

五感で感じる和の文化事業
伝統芸能ことはじめ
第1回「曾根崎心中」
日時：6月11日（土）14:00－15:30
会場：	大広間
講師：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
料金：	無料
定員：	100名（先着順／要事前申込）

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第36回「茶歌舞伎を知る」
月イチ☆古典芸能シリーズは、月に一度は古典
芸能に触れ楽しもうという企画。今回は「茶歌舞
伎」（茶香服、闘茶）に注目します。
日時： 6月26日（日）
	 15:00－16:30（受付開始14:30）
会場：	大広間
講師：	谷口郁男（宇治茶師）
料金：	500円（材料費）
定員：	50名（先着順／要事前申込）

素謡の会「世うつしの鏡」 第1回《羽衣》
日時：	6月28日（火）開場18:30 開演19:00
会場：	大広間（待合：講堂）
出演：	林喜右衛門、杉浦豊彦、林宗一郎	

田茂井廣道
特別ゲスト：大倉源次郎（大蔵流小鼓方）
料金：	前売1,500円／当日1,800円
※Topic02（P4）もご覧ください

ダンス

アーティスト・イン・レジデンスプログラム2016
M

ミカエル

ichael M
モーリッセン

aurissens
「The body in question」
ワークショップ#1「The architecture of the body」
日時：	6月17日（金）17:00－21:00
対象：	プロのダンサーまたはダンスを学ぶ学生

ワークショップ#2「The sensing body」
日時：	6月18日（土）14:00－18:00
対象：	ダンスに興味のある方、音楽、美術等ダン

ス以外の分野で活動するアーティスト・学生

会場：	講堂
講師：	Michael Maurissens
料金：	無料
定員：	各20名（要事前申込）

ダンスフィルム上映
Michael Maurissensによるダンスフィルム作品
を上映します。
日時：	6月24日（金）－26日（日）
会場：	ミーティングルーム2
※タイムスケジュールはウェブサイトでご確認ください。
※入場無料・事前申込不要

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）
※詳細はウェブサイトをご覧ください

笑の内閣「貧乏な人の為の、笑の内閣をお
得に見るためワークショップ」
日時：	6月7日（火）19:00－21:00
会場：	制作室3
定員：	10名

このしたやみ「ロシア文学を読んでみる」
日時：	6月8日（水）19:00－21:30
会場：	制作室3
定員：	20名
対象：ロシア文学や演劇に興味のある方
	 経験不問

夕暮れ社 いなもり支店
「無音の世界をつくってみませんか」
日時：	6月13日（月）19:30－21:30
会場：	制作室10
定員：	20名
持物：	筆記用具

夕暮れ社 弱男ユニット「ドイツ産の戯曲を
読んでみよう」
日時：	6月14日（火）19:30－21:30
会場：	制作室6
定員：	10名
対象：	18歳以上の男女

マームとジプシー「藤田貴大演出体験ワー
クショップ」
日時：	7月10日（日）13:00－17:00
会場：	制作室10
定員：	20名
対象：	中学生以上（演劇経験不問）
持物：	動き易い服装、筆記用具

発表支援事業（共催事業）

笑えない会 
笑えるはずの落語と狂言、あえて「笑えない」演
目で真剣勝負！
日時：	6月12日（日）
	 開場14:30 開演15:00（受付14:00）
会場：	講堂
料金：	前売3,500円／当日4,000円
演目：	桂よね吉「本能寺」
	 茂山正邦「鱸包丁」
主催：よね吉・正邦ふたり会
問合せ：茂山狂言会事務局
　TEL：075-221-8371
　E-mail：lotus1@mbox.kyoto-inet.or.jp

ここ・そこ・あそこ～香りのアート2016～
「ここ」「そこ」「あそこ」の空気の境目はどこにあ
るのでしょうか。「時空の切れ目」を香りのアート
で表現する日仏交流展。
日時：	7月1日（金）－7日（木）12:00－20:00

※７月1日18:00よりオープニング開催
※7日のみ19:00まで
※入場無料・会期中無休

会場：	ミーティングルーム2
出展：	Boris RAUX、京都嵯峨芸術大学学生、

École des Beaux-Arts学生
主催・問合せ： Boris RAUX／Perfume Art Project
　WEB：http://perfumeartproject.com/?cat=18 

制作支援事業

男肉 du Soleil 「大長編 男肉 du Soleil
『ＬＡきょうとピラミッド』」
3つの世界を同時進行で描く、ダンスやラップを
交えた賑やかな演劇です。
日時：	6月2日（木）19:00

3日（金）19:00
4日（土）13:00／18:00
5日（日）13:00

会場：	元・立誠小学校音楽室（中京区）ほか
		  ※東京公演あり
料金：	一般前売2,500円／当日2,900円
	 学生前売2,000円／当日2,500円

【男肉飛び散る席】前売2,000円／当日
2,500円
(最前列・最も間近で出演者と触れ合えます)

【絶対安全席】前売3,000円／当日3,000円
(最後列・このエリアには出演者は立ち入りません)

問合せ：男肉 du Soleil（コウサカ）　　　　　
　E-mail：oniku-du-soleil@sd.boy.jp

はなもとゆか×マツキモエ『WORM HOLE』
日時：6月3日（金）19:00 

4日（土）18:00 
5日（日）14:00／19:00 
6日（月）16:00 

会場：	アトリエ劇研（左京区） 
料金：	一般前売2,300円／当日2,800円 
	 U25前売2,000円／当日2,500円 
問合せ：はなもとゆか 　
　TEL：090-4142-9215 　
　E-mail：hanakkrmatu@gmail.com

したため『文字移植』
作家・多和田葉子の初期作を演劇作品に「移
植」する。言葉と身体が発火するところへ。
日時：6月10日（金）19:00

11日（土）14:00／19:00
12日（日）14:00／19:00
13日（月）14:00

会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：一般前売2,500円／当日2,800円
	 学生前売1,700円／当日2,000円
	 高校生以下無料
問合せ：トヨヤマ 
　TEL：070-6927-5835
　E-mail：info.shitatame@gmail.com

ヨーロッパ企画イエティ#12
『ヤだなコワいななんかヘンだな』
京都を拠点に活動する劇団・ヨーロッパ企画の
大歳倫弘によるホラーコメディ。
日時：6月16日（木）19:00

17日（金）19:00
18日（土）13:00／18:00
19日（日）13:00／18:00

会場：	元・立誠小学校音楽室（中京区）　
料金：	前売2,500円／当日3,000円
問合せ：サウンドクリエーター
　TEL：06-6357-4400

THE ROB CARLTON 11F
『COACHES OF OVAL』
ラグビー競技場のコーチボックスを舞台とした
“限りなくコメディに近い芝居”です。
日時：6月16日（木）19:30

17日（金）19:30
18日（土）12:00／16:00
19日（日）12:00／16:00

会場：	HEP HALL（大阪市北区）
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 学生前売2,000円／当日2,000円
問合せ：THE ROB CARLTON（酒井）
　E-mail：info@rob-carlton.jp

ドキドキぼーいず#06
『Re:「じゅんすいなカタチ」』
今を生きる若者の身体・言葉・意識を解離させる演出
技法により、人と社会の関わりを報道する者、それを
眺める「第４者」の存在が見えてくるような作品です。 
日時：6月16日（木）19:00

17日（金）15:00／19:00
18日（土）14:00／18:00
19日（日）14:00／18:00
20日（月）15:00

会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：	前売2500円／当日3000円　
問合せ：ドキドキぼーいず（本間）
　TEL：080-5069-0692
　E-mail：dokidokiboys@gmail.com

第23次 笑の内閣 『ただしヤクザを除く』
日時：6月22日（水）－24日（金）19:10

25日（土）14:30／18:40
26日（日）11:00／18:40
27日（月）14:00／19:10
29日（水）－7月1日（金）19:10

	 7月  2日（土）13:00／17:30
	   3日（日）11:00／15:30
会場：	アトリエ劇研（左京区）
料金：一般前売3,300円／当日3,500円
	 U25前売2,800円／当日3,000円ほか
問合せ：笑の内閣
　TEL：090-2075-0759（9:00－20:00）
　E-mail：waraino_naikaku_u@yahoo.co.jp

劇団しようよ『こっちを向いて、みどり』
劇団しようよがロームシアター京都に登場！
愛の発掘と、膨張と、枯渇の物語。
日時：6月24日（金）15:00／19:00
	 25日（土）12:00／16:00
	 26日（日）16:00
会場：	ロームシアター京都ノースホール（左京区）
料金：	一般前売2,800円／当日3,300円
　　　U30前売2,300円／当日2,800円
問合せ：フリンジシアタープロジェクト
　TEL：075-276-5779
　E-mail：gkd_444@yahoo.co.jp

BRDG『とちのこゑ』
京丹波町旧質美小学校に縁のある人にこども
達がインタビュー。それを元に作品を作ります。
日時：	6月26日（日）13:00／16:00
会場：	京都府京丹波町 旧質美小学校
料金：	500円（4歳以下無料）
問合せ：BRDG
　TEL：080-5345-9906（川那辺）　　　　　　
　E-mail：bridge.ing11@gmail.com

夕暮れ社 いなもり支店
『ちょっと待って、エントロピー!!』
コミュニケーションの在り方を探る女性の３人芝居です。
日時：	6月25日（土）19:00　
	 26日（日）13:00／16:30　
会場：元・立誠小学校音楽室（中京区）　　
料金：前売2,500円／当日3,000円　　　
問合せ：夕暮れ社 いなもり支店
　TEL：090-6665-0127（イナモリ）
　E-mail：yowaotoko_unit@yahoo.co.jp

京都フィロムジカ管弦楽団
『第39回定期演奏会』
知られざる名曲を取り上げて披露するクラシックコン
サートです。
日時：	6月26日（日）開場13:00 開演14:00
会場：	八幡市文化センター（八幡市）
料金：	前売800円／当日900円
問合せ：京都フィロムジカ管弦楽団
　TEL：070-6505-4032
　E-mail：ticket@kyotophilo.com

ニットキャップシアター第37回公演『ねむり姫』
日時：	7月8日（金）19:00
	 9日（土）13:00／18:00
	 10日（日）13:00／18:00
	 11日（月）14:00
会場：アイホール（伊丹市）
料金： 一般前売3,200円／当日3,500円
	 U25・学生前売2,200円／当日2,500円
	 高校生以下1,000円
問合せ：ニットキャップシアター
　TEL：090-7118-3396

素謡の会「世うつしの鏡」 年間席札販売
日時：	6月28日（火）、9月15日（木）、12月14

日（水）、2017年1月26日（木）
会場：	大広間（待合：講堂）
演目：《羽衣》、《邯鄲》、《葵上》、《紅天女》

企画・ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師シ
テ方観世流）

料金：	5,000円（全4回分）限定80枚
※お一人様2枚まで。完売次第終了

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業
および　印の共催事業・制作支援事業

TEL：075-366-0033 
FAX：075-213-3181 
受付時間：8:45－17:30

（土・日・祝は休み）
○（公財）京都市芸術文化協会 特別奨励

制度担当（京都芸術センター内） 
受付時間：10:00－20:00

申請者説明会（希望者のみ）
申請をお考えの方、制度の趣旨をお知り
になりたい方のための説明会。個別の相
談にも応じます。
日時：6月18日（土）15:00－18:00 
会場：京都芸術センター　
※事前申込不要
※個別相談は16:00－17:30まで受付

夏休み芸術体験教室参加者募集
夏休み期間中に、小中学生や高校生が芸
術に触れることのできる教室を開催します。
日時：	①邦楽（箏・尺八）－7月25日（月）、29

日（金）、8月1日（月）、4日（木）、5日
（金）〔計5回〕

※8月7日（日）に京都芸術センターで発表
※実費を徴収します〔つめ1,000円、尺

八2,500円程度・お持ちの方は不要〕
②邦舞－7月23日（土）、24日（日）、
30日（土）、31日（日）〔計４回〕
※8月7日（日）に京都芸術センターで発

表〔8月6日（土）発表会のリハーサル
開催予定〕

※浴衣・足袋をお持ちの方はご持参ください
③能楽1（仕舞）－7月26日（火）、27
日（水）、28日（木）、8月2日（火）、3日

（水）〔計5回〕
④能楽2（笛・小鼓・大鼓・太鼓）－7月26
日（火）、27日（水）、28日（木）、8月2
日（火）、3日（水）〔計５回〕
※8月4日（木）に大江能楽堂で発表します
いずれの教室も時間は10:30－12:00

対象：①小学校4年生～高校3年生
②、③、④小学校1年生～中学校3
年生（ただし④笛は小学校4年生以上）

会場：制作室ほか
料金：無料（一部実費）
定員：	邦楽－20名・邦舞－20名・能楽1－

25名・能楽2－各12名
応募方法：往復はがき又はE-mailに希

望の教室・住所・氏名・ふりがな・学
校名・学年・電話番号・保護者名を
記入の上、京都芸術センター「夏
休み芸術体験教室」担当（info@
geibunkyo.jp）まで。
※①、④は希望の楽器の第1希望・第2希

望を、②は身長を必ず記入すること。
なお、全日程参加できる方に限ります。
応募多数の場合は抽選

締切：6月30日（木）〔消印有効〕

キュレータードラフト2017 
展覧会企画募集
若手キュレーターの発掘・支援を目的とし
た企画公募。京都芸術センターのギャラ
リー北・南の空間を使用した展覧会企画を
公募します。 
審査方法：［一次選考］書類審査、［二次

選考］審査員による面談を経て入選
者1名（組）を決定 

審査員：難波祐子（キュレーター） 
支援内容：
・	展覧会制作費として70万円を支給（作品制

作・輸送・貸出に必要な費用、宿泊・ 交通費、広報
物の制作等広報に必要な費用 を含む）

・	キュレーターフィー及び展覧会実現のた
めに自由に使える費用として20万円を支
給（用途不問）　ほか

展覧会開催日程：2017年2月－3月の約 
1ヶ月間

締切：	6月6日（月）〔必着〕
※詳細はウェブサイトをご覧ください

トーマス・リーブハート
身体表現ワークショップ受講者募集 
現代演劇の俳優など舞台表現をおこなう
方を対象としたワークショップです。
期間：	7月30日（土）－8月13日（土）

※8月13日（土）に京都芸術センターで発
表公演

応募条件：3年以上、通算6回以上の舞台
出演経験者。 

受講料：20,000円（通し受講のみ）
定員：	20名
応募方法：E-mailに氏名、電話番号、活動

歴を記入の上、info@kac.or.jpまで
締切：	6月30日（木）〔必着〕

アーティスト・イン・レジデンス2017 
ビジュアル・アーツ部門募集
2017年度はビジュアル・アーツの分野から
募集します。 
滞在期間：2017年4月1日（土）－

2018年3月31日（土）（3ヶ月以内） 
支援内容： 
・	滞在期間中（3ヶ月以内）の宿泊場所の提供 
・	制作場所の提供 
・	制作費として1件につき（個人・グループ問

わず）20万円の補助　ほか
締切：6月30日（木）〔必着〕
※詳細はウェブサイトをご覧ください

京都市芸術文化特別奨励制度 
平成29年度奨励者の募集 
新たな芸術文化の創造を促進し、京都の芸
術文化の振興を図ることを目的に、これから
大きくはばたこうとする若い芸術家を奨励し
ます。奨励金300万円。
※詳細は募集案内をご参照ください 
締切：	7月31日（日）〔必着〕
問合せ・申請先

○京都市文化市民局文化芸術企画課 
特別奨励制度担当 
〒604-8006 京都市中京区河原町通御池
下る下丸屋町394番地 Y･J･Kビル2階 

詳細は京都芸術センターで配布中の募集
要項および応募用紙をご確認ください。
ウェブサイトからもダウンロード可。応募
方法：応募用紙に必要事項を記入の上、
必要書類とともに同センターまで送付ま
たは持参（持参の場合は締切日の20時まで）。
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京都いけばなプレゼンテーション2016「伝統と現代」

Michael Maurissens ダンスフィルム上映

NEW INCUBATION 8 伊藤隆介×中田有美『ジオラマとパノラマ ─Diverting Realities』（6/10－7/18）

NEW INCUBATION 8 伊藤隆介×中田有美『ジオラマとパノラマ ─Diverting Realities』
［関連企画］アーティスト・トーク

京都文化芸術コア・ネットワーク第4回総会
公開ディスカッション「京都の現代カルチャーと芸術の未来」

月イチ☆古典芸能シリーズ
第36回「茶歌舞伎を知る」

京都市芸術文化特別奨励制度 申請者説明会

京都いけばなプレゼンテーション2016「伝統と現代」
［関連企画］アーティストトーク（華道家による解説）

京都いけばなプレゼンテーション2016「伝統と現代」
［関連企画］いけばな体験「いけばなの日 お稽古はじめ」

五感で感じる和の文化事業 伝統芸能ことはじめ
第1回「曾根崎心中」

［明倫WS］笑の内閣
「貧乏な人の為の、笑の内閣をお得に見るためワークショップ」

Michael Maurissens
ワークショップ#1「The architecture of the body」

Michael Maurissens
ワークショップ#2「The sensing body」

［明倫WS］このしたやみ「ロシア文学を読んでみる」 ［明倫WS］夕暮れ社 いなもり支店「無音の世界をつくってみませんか」

［明倫WS］夕暮れ社 弱男ユニット「ドイツ産の戯曲を読んでみよう」

［共催］笑えない会

素謡の会「世うつしの鏡」 第1回《羽衣》
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祝祭には音楽とそこに集まる人々が不可欠で、その

状況や交歓、双方向的なやりとりのなかから上り詰め

ていくことで祝祭となる。それは日本でもモロッコでも

インドネシアでも、どこにあっても変わらない風景であ

り過去から今まで連綿と存在する行為だ。こと日本に

おいて祭りとは、排他的な意味合いも有していて、そ

れはすなわち身内の結束をより強固にするためでもあ

るが、外部からの見物者も巻き込んでいくだけの圧倒

的な熱量があるから、それらさえも否応無しに取り込み

膨れ上がっていく。この日、あふりらんぽのステージを

感じながら連想したのはそういった構造だった。

ギター＆ヴォーカルのONIとドラム＆ヴォーカルの

PIKAという二人からなるあふりらんぽは、10代で活動

をスタートさせるや、一気に「関西ゼロ世代」というムー

ブメントの中心となり、国内はもちろん海外からも熱烈

に歓迎された、00年代を象徴するグループだ。アヴァン

な演奏と奔放なステージ、そしてそこに“笑い”も交わっ

てくる。それは“狙って”やっているというよりは、鬼気迫

るからこそ笑いに転じてしまう瞬間であって、「（笑いをと

ろうとかの邪念はまったくなくて）本気でかっこいいと思って

やってるのに…」（PIKA）と話していたのを思い出す。

2010年の解散から6年の時を経て再結成された、そ

の一発目のライブ。ステージは過剰なほどにデコレー

戦後日本社会の「暗部」にカメラを向け続けてきた報道

写真家、福島菊次郎。彼は、1989年以降、写真とコメン

トをレイアウトした写真パネルを自費制作し、全国各地

で展覧会を開催してきた。「KYOTOGRAPHIE 京都国際

演劇は「都市」のものと言われることがある。翻ってみ

れば、ギリシャの時代からドラマは都市国家と結びつい

ているし、たとえ「地方」を描いていても、その背景に都

市を設えていることが多い。演劇は都市に育まれ、また

都市を脈 と々描いてきた。

『PORTAL』は大阪の中心部から離れた「衛星都市」、

豊中市庄内周辺を描く。物語はクラウド（志人）がハン

マー（松井壮大）という人物を、世界の彼方に放り投げる

ところから始まる。おそらくクラウドとは都市の中心の

ことであり、投げ落とされたハンマーは周縁の都市を意

味しているのだろう。

この作品では、衛星都市としての街が実に多面的

に描かれる。飛行機の騒音や天井川といった庄内独

特の描写もあるが、その一方、ショッピングモールや

ネットカフェといった画一的な建造物が築き上げら

れている様も示される。ハンマーは壁に囲まれた街に

「穴を開けたい」と吐露し、その嘆きは悲痛ですらあ

る。『PORTAL』に描かれる衛星都市の世界は、多層

的であるがゆえに複雑で分かりにくく、一つの物語

に回収されることを拒んでいるようにみえる。クラウ

ドを演じる志人の饒舌なラップは無尽蔵に増殖する

都市そのものだ。

街の変貌を描くこと自体は珍しいことではない。この

作品に特徴的なのは「ポータル」というスマートフォン

によるゲームを取り入れたことだ。Ingressという実在

のゲームを模したそれは、何の変哲もないコンビニや、

あふりらんぽ
「帰ってきた あふりらんぽ！～再結成ツアー2016～」
3月13日（日）
梅田シャングリラ（大阪市北区）

KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭2016 『WILL：
意志、遺言、そして未来 — 報道写真家・福島菊次郎』
4月23日（土）－5月22日（日）

立命館大学国際平和ミュージアム（京都市北区）
堀川御池ギャラリー（京都市中京区）

KYOTO EXPERIMENT
京都国際舞台芸術祭 2016 SPRING
松本雄吉（演出）×林慎一郎（脚本）『PORTAL』
3月12日（土）、13日（日）

ロームシアター京都（京都市左京区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　6 / 1 ▲ 6 / 30

図書室休室日：6月30日（木）

あふりらんぽという祭り

報道の記録

「衛星都市」の地図を描く
音楽

美術

演劇

中谷琢弥

林田新

須川渡
ションが施され、大漁旗を模したあふりらんぽ旗、のぼ

り、提灯など縁起物で覆い尽くされている。負けじとド

派手な出で立ちで登場した二人は、その一音目から研

ぎ澄まされた音を放つ。緊張感のある、でも自由気ま

まな音と音。純粋に二人の演奏力・表現力が上がって

いるから音の厚みも増していて、ビリビリとくる。勢い

ではなく成熟、となってしまうのは彼女たちの魅力を損

なってしまう可能性も…というのは杞憂で、迷いのなさ

は形は違えど健在。衝動のままではなく、冷静に昂揚

を迎えんとするさまは、2016年度版あふりらんぽの真

骨頂だ。ライブ中盤、お客さんとツイッターでハッシュ

タグを介して遊んでみたり（ライブ中の撮影禁止を掲げてい

た彼女たちが、だ）、フロア中央のバーカウンターに上っ

て二人が乾杯したり、ONIは感謝の言葉を述べている

最中に感極まって号泣したり、いくつもの出来事が起

こっては過ぎ去っていくライブとなった。

ともに弾き語りという方法をとって内なる宇宙へと進

むソロとは打って変わって、あふりらんぽになったときの

外へ外へ開かれていく爆発力は一体なんだろう。それ

は祭りそのもので、だから傍観しているととても遠くに感

じてしまうことにもなる。そして、それでいい。それは諦

めなどではなく業であって、きっと彼女たちはそれを受

け入れている。と、その音楽は物語っているようだった。

写真祭2016」の一企画として立命館大学国際平和ミュー

ジアムと堀川御池ギャラリーで開催された『WILL：意志、

遺言、そして未来 — 報道写真家・福島菊次郎』は、福島

が遺したこのパネルを中心に構成された回顧展である。

国際平和ミュージアムでは、被爆者である中村杉松

氏とその一家の困窮をおよそ10年間にわたって取材した

「ピカドン」をはじめ、「捨てられた日本人」「自衛隊と兵

器産業」「自然と人間破壊の構造」などが展示されてい

た。福島の展示趣旨にしたがい、壁面に沿って順番に展

示されたパネルを通覧していくうちに、戦後社会におい

て政治経済の名のもとに抑圧されてきた人々の窮状の物

語が顕になり、日本政府や企業の欺瞞と汚行が告発され

ていく。福島自作のパネルが紡ぎだすメッセージは、昨

今の社会情勢と相まって現在の私たちにも強烈に突き刺

さってくる。その一方で、彼の報道の方法にも留意する

必要があるだろう。時空間的な隣接性に基づいて複数の

写真を配置することで物語を紡ぎ、テクストによって写真

の意味を限定するその方法は、写真史的には「組写真」と

呼ばれている。1930年代に日本に移入された「組写真」

は、印刷物を介して明瞭かつ説得的にメッセージを発信

するプロパガンダの方法として、戦中、積極的に活用さ

れていた。福島の報道写真は、その内容こそ弱者に寄り

添い権力者の欺瞞を告発しているものの、その方法にお

いてはかつての権力者と軌を一にしているのである。

とはいえ、福島の写真には別の側面もある。そのこと

を教えてくれるのが堀川御池ギャラリーの展示である。

契機的にパネルを壁面に並置する国際平和ミュージアム

の展示とは対照的に、堀川御池ギャラリーでは個々のパ

ネルが単管を用いて互い違いに組まれたり、台座の上

に湾曲して立てかけられたりと、断片的かつ立体的に展

示されていた。そのことにより所与の物語は解体され、

パネルの物質性が前景化する。周到で丁寧な写真の配

置、紙を貼って修正されたテクスト、経年に由るパネル

の傷み。そこに立ち現われてくるのは、マスメディアとい

う既存の媒体に依拠することなく、戦後日本の歴史を記

録し、直接的に報道してきた福島の執念深く強靭な意志

の痕跡である。その時、パネル群は物語を紡ぐことをや

め、戦後日本の、そして、そこに鋭い眼差しを向け続け

てきた福島自身の記録の集積、すなわちアーカイブとな

るのである。

商店の酒自販機をバーチャル世界の重要なスポットへ

と変容させる。「エージェント」「ハック」「エキゾチックマ

ター」といった独自の言葉を介して形成される「ポータ

ル」の世界は、日常生活では体験しえない仮想現実で

あり、しばしば現実の世界と交錯する。

過剰にモノが溢れ、束の間のゲームに身を投じる人

間たちはいかにも表層的だ。しかし、作者の林はこれら

都市生活者の空虚さを埋めようと試みる。バーチャルな

地図と対照的に表されるのは、ハンマーによる手書きの

地図。街に住んでいた住民や地図にまつわるエピソー

ドは、「ポータル」では知ることのできない個人的な記

憶に彩られている。それは五感を通して感じることので

きる「故郷」の姿だ。

林慎一郎と松本雄吉、これまで両者は手法こそ違え

ど人間のルーツを探索してきた。舞台は大阪のど真ん

中になることもあれば、そこから遥か離れた地球の裏

側になることもあった。古びた文化住宅で男の帰りを待

つ女は、それがユートピアであれ、両者のこれまでの作

品にも通じる強烈なノスタルジーを感じさせた。

むろん都市は変容し続けるから、故郷も我々のルーツ

も一様に語ることはできない。その都度、地図は塗り替

えられていく。ラストで舞台を走り抜ける数々の道しる

べは、移ろいやすい「衛星都市」そのものの立ち位置を

証明しているようにも見えた。
（3月13日15:00の回観劇）

なかたに たくや／ライター●音楽イベントの企画制作もしています。
5/30（月）にはOKI DUB AINU BANDの新作『UTARHYTHM』のレコ
発を大阪・CONPASSにて。アイヌ×ダブの強靭な音が炸裂します。詳
しくはhttp://www.cyoweb.comまで。

はやしだ あらた／京都造形芸術大学アートプロデュース学科専任講師●
戦中の報道写真については白山眞理、小原真史『戦争と平和:〈報道写真〉
が伝えたかった日本 』（平凡社、2005年）に詳しいので、ぜひご一読下さい。

すがわ わたる／大阪大学招へい研究員●庄内といえば、個人的には
豊南市場でしょうか。少し歩いたところには大衆演劇の芝居小屋「天満
座」があります。これもオススメです。

撮影：Tomoko "tommy" Okabe

Kikujiro Fukushima-
Horikawa Oike Gallery / 
KYOTOGRAPHIE 2016
Photo by Takuya Oshima

撮影：井上嘉和
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人々の生活と政治、そして経済と並走し発展して

きた能楽。本年度の「素謡の会」では、現代まで

の各時代に愛された謡曲たちを紹介します。各地に語

り継がれる羽衣伝説を題材とした《羽衣》。豊臣秀吉も

舞ったといわれる《邯鄲》。『源氏物語』に基づき、三島

由紀夫も翻案した《葵上》。そしてマンガ『ガラスの仮面』
（美内すずえ作）に登場する演劇をもとに生まれた新作能

《紅天女》（国立能楽堂委嘱作品）。これらの謡曲のなかに、

今を生きる私たちは、どのような姿を見るのでしょうか。

第1回に先駆けて、「素謡の会」のナビゲーターを務

める能楽師・田茂井廣道氏にお話を伺いました。

―先生のご存じの範囲で、昔と比べて、現代の能は
どう変化しているとお考えですか？

いい加減なものはもういらない、と思っている人がお

客さんの中に増えたように思います。（それゆえ）現代の能

は、芸術性という意味においては上がっているように感じ

ます。かつて謡はお茶やお花同様、社交上の当然の教

養だった。その時代の能楽師は、習い事のお師匠さんと

しての側面が、今よりも強かった。謡もお素人さん同士が、

ただ自分たちが聞くためにやっていればよかった（笑）。と

ころが今は愛好者が減ってきて、必ずしも謡が世間の常

識でなくなった分、より芸術的に優れたものを皆が求める

ようになってきている。だから能楽師も良いものを見せよ

うと努力をする。現代は今までになく、能楽師の舞台人と

しての側面が強調されている時代だと思います。

―素謡での上演はどのようなものなのでしょうか？
謡は人体に例えるなら骨、絵画に例えるならデッサン

にあたります。そして謡そのものが、文学として、音楽（の

楽譜）として、時間を経て洗練されてきた結晶のようなも

のなんです。それを声に出すだけで、作品の姿が浮か

び上がります。能楽の上演だと存在する様 な々魅力で

ある、能面や演出、器楽の演奏をあえて省くことで、そ

の姿をプレーンに味わうことができます。

―演者としてはどうですか？
大広間で謡うのはお客さんが近いし、ものすごく緊

張感がある（笑）。（能舞台は客席より一段高くなっているので）

我 に々とって空間がフラットなのはすごく違和感がある

んですよ。素謡での上演は、謡という骨組みと演者だけ

になるので、より演者の個性がクローズアップされます。

演技者としてシビアに試される場でもありますね。

―もし他の時代で能を舞えるとしたら？
（少し考えて）でも、今がいちばんいいですね（笑）。たと

えば世阿弥の舞う能を観てみたい、一緒に舞ってみた

いとは思いますけどね。でも、今がいちばんいい。私に

も活躍の場がありますから（笑）。

ライフスタイルの変化に晒されてきた現代の能をとりまく状況が、美術
で言うアーティスト・ラン（作家主導の企画運営）と似た点があることに
気づかされ、大変驚きました。時代と人とに磨きぬかれた謡は今、どの
ような未来をうつすのでしょうか。 谷竜一（アートコーディネーター）
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京都芸術センターでは、能のさまざまな曲を謡だけで上
演する「素謡の会」を、2005年から継続してきました。謡
の響きや言葉の美しさに着目し、能の世界に新鮮に触
れていただく機会となっています。今年度は「世うつしの
鏡」と題し、4つの謡曲を取り上げます。

京都は歴史と伝統の町であると同時に、「新しいもん好き」の

町でもあります。古いものと新しいもの、かたいものをとや

わらかいものが混在し、町のいたるところに顔をのぞかせる複雑

な多層性が、町の魅力を生み出しています。そんな京都の現代を、

芸術や文化という視点で切り取ると何が見えてくるのでしょうか。

多様なイメージを喚起する「京都」ですが、その実情を知り、未

来を考える機会として多彩なメンバーでディスカッションを行いま

す。第一部では、ジャンルや立場は異なりますが、今まさに現場を

動かしながら、京都の文化や芸術の一部を形作ろうとする3人を迎

え、彼らの問題意識や将来像を明らかにしていきます。第二部で

は、大学や文化施設の長でもある4名の方々に、それぞれの組織の

状況を踏まえ、領域横断や協働について意見をうかがいます。最

後の第三部ではそれまでに出た課題や意見について全員でディス

カッションを行います。これからの京都の芸術文化が取り組むべき

こと、未来への展望が、長期的な視点で語られることを期待してい

ます。

このディスカッションは芸術文化だけではなく、京都自体を深く

知ることのできるよい機会になるでしょう。また、京都の芸術文化だ

けではない未来を決定づける歴史的な邂逅となるかもしれません。

ご期待ください。

世うつしの鏡

京都の現代カルチャーと芸術の未来

素謡の会

京都文化芸術コア・ネットワーク 公開ディスカッション

京都芸術センターは新しい芸術振興の拠点として、2000年4月に誕生しました。以来、
伝統芸術と現代アート、芸術と学術、芸術と産業等の諸ジャンルが交差し、新しいかた
ちの芸術が生まれる場となるため、様 な々試みを行ってきました。芸術文化の情報を収
集・発信し、また国内外の芸術家と市民が交流する場となる事業も展開しています。

このような事業をさらに拡充するためには、みなさまのご理解とご協力は欠かすこと
ができません。みなさまからお寄せいただきます会費・協賛金は、京都芸術センターの
活動をより魅力のあるものとするために活用させていただきます。

京都の新しい文化芸術をそだてるサポーターとして、ぜひご入会ください。
※申込方法等、詳細は京都芸術センターウェブサイトをご覧ください

京都芸術センター「友の会」
《団体・法人会員》 学校法人大和学園、京都商工会議所女性会、京都中央信用金庫、公立大
学法人京都市立芸術大学、国際ソロプチミスト京都、成安造形大学、全京都洋舞協議会（8件）

《個人・学生会員》 石田洋也、奥美里、加藤明子、菊川文、熊谷壽美子、小池典子、神保
泰宏、西村由美、西智也、野口久楽、長谷川昌史、服部八重子、藤田裕之、星川茂一、
宮永東山、村上良子、山田明子、吉村光弘（36名）

京都芸術センター「協賛会」
《団体・法人会員》 株式会トーセ社、京都信用金庫、大松株式会社、吉忠株式会社（4件）

《個人会員》 島田與三右衛門（3名）

2016年4月30日現在（一部非公開）

友の会・協賛会の
ご案内

平成27年度は次の皆様方に会員としてご協力いただきました。心より御礼申し上げます。（50音順・敬称略）

京都文化芸術コア・ネットワーク
公開ディスカッション「京都の現代カルチャーと芸術の未来」
日時： 6月19日（日）13:00－17:00
会場： 講堂
料金： 無料
定員： 150名（先着順/要事前申込）
登壇者：[一部]遠藤水城（HAPSエグゼクティブ・ディレクター）

蔭山陽太（ロームシアター京都支配人）
仲西祐介（KYOTOGRAPHIE共同創設者/共同代表）

[二部]山極壽一（京都大学総長）
潮江宏三（京都市美術館館長）
鷲田清一（京都市立芸術大学学長）
建畠晢（京都芸術センター館長）

進行： 小崎哲哉（『REALKYOTO』『REALTOKYO』発行人兼編集長）
※イベント情報（P2）もご覧ください

素謡の会「世うつしの鏡」第1回《羽衣》
日時： 6月28日（火）開場18:30 開演19:00　 会場：大広間（待合：講堂）
出演：林喜右衛門、杉浦豊彦、林宗一郎、田茂井廣道　 特別ゲスト：大倉源次郎（大倉流小鼓方）

素謡の会「世うつしの鏡」年間席札
日時： 6月28日（火）《羽衣》、 9月15日(木)《邯鄲》、12月14日(水)《葵上》、2017年1月26日(木)《紅天女》 
会場： 大広間（待合：講堂）　 企画・ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師シテ方観世流）
料金：5,000円（全4回分）限定80枚

田茂井廣道 （たもい ひろみち）

能楽師シテ方観世流。田茂井廣和の長男。幼少
より河村晴夫、長じて13世林喜右衛門に師事。
現在までに「石橋」「乱」「道成寺」「望月」を披く。
2005年度より京都芸術センター主催事業「素謡
の会」シリーズのナビゲーターを務める。海外公
演の参加多数あり。子供から大人まで、様々な世代へのレクチャーや
アウトリーチを行うなど、多方面から能楽の普及に努めている。

PROFILE

撮影：上杉遥

関連企画 「謡曲ひとめぐり」第1回《卒都婆小町》(2014年11月）

2014年の総会の様子

※このディスカッションは、京都文化芸術コア・ネットワークの総会として行いま
すが、どなたでもご参加いただけます。京都文化芸術コア・ネットワークは、京
都の文化芸術を支える活動を専門的に行う方のネットワークです。詳しくは以
下をご確認ください。

　http://kyoto-artbox.jp/kacn/concept/
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter

アーティストインタビューやイベント情報など
トピックが満載！


